
●協力隊募集分野：限界集落阻止へのチャレンジに２名募集
●幌延町の紹介：幌延町ってこんなとこ！！
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●場所：見慣れた北海道地図の最北稚内市の南60km程度に位置
●人口等：2,300人程度、面積574.10㎢で東京23区程度、うち４割を北海道大学の研究
林（225㎢）
●面積ランキング：北海道はでっかいどうなので、179自治体のうち面積では53番目と
それほどでもない
●人口密度逆ランキング：人口密度は4.7人/㎢で13位と広大な大地に、少し町民がい
るという程度。有楽町のある千代田区と比較すると、500㎡で2,500人ですので、雲泥の
差。
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【みどころ・観光】
●自然豊か：北海道はたいていどこも「自然が豊か」とアピールするしかない
●トナカイ：これからの時期忙しくなるトナカイが60頭程度飼育される日本で唯一のトナ
カイ観光牧場。別の地区では食用のトナカイも個人で150頭ほど飼育

●ブルーポピー：ヒマラヤの高地に咲くという青いケシをトナカイ観光牧場の敷地で栽
培

●秘境駅：最近、ところさんの番組で団長があちこち訪ね歩いていて、一般にも市民権
を得るようになってきた、鉄道愛好家大好きの「秘境駅」PRしている。全国自治体で保

有する秘境駅数がナンバーワンの６駅。中でも秘境駅ランキング９位の「糠南駅（ぬか
なんえき）」は、草原の中にポツンと物置待合所が置かれる簡素な板張りホームが人
気で、冬には有志により「糠南駅クリスマスパーティー」も開催されるなど人気を博して
いる
●なぜ、秘境駅：ただなぜこれほどまでに秘境駅が多いのか…
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●秘境駅誕生経緯：秘境駅は最初から秘境駅だったのではなく、昔は人も集落もあっ
て日常的に利用されていたから駅が存在した。それが、人がいなくなり集落がさびれて、
利用が少なくなり、どんどんど秘境駅化したのが実態
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●たとえば、安牛駅：駅前通りです！昔は左右に商店や民家が立ち並んで市街地を形
成。今は何も無くなり、駅とゴミステーションだけが置かれている

●今、かろうじてある集落を何とか維持したい！
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●集落支援事業の展開：今年から、問寒別地区でモデル事業展開
●山の上から見下ろした「問寒別市街地」
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●メイン通りもこのとおり
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●商店も１軒を残すのみ…

8



●そこで町では、集落機能を維持する取組を開始し、集落支援分野での地域おこし協
力隊を募集
◎地域コミュニティ形成事業について

・町で目指す形：地域集落で暮らし続けたいと願う人すべてが、そこに暮らすために必
要な支援を提供

・昔、普通にみられた、「向こう三軒両隣」の助け合い・支え合いの仕組みを、協力隊員
などが担い手となって地域集落が真に必要とする支援を提供する「集落支援センター」
を設置して、そこでサービスを提供して集落を維持していこうとする取組

・来年２月に「おためし地域おこし協力隊」事業：おためしで地域を知ってもらう体験事
業を採用面接も兼ねて実施
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